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令和６年度 佐賀県自主防災組織リーダー研修会 実施要領 

 

 

１ 目的 
  災害発生時において、被害の防止、軽減を図るには、自主防災組織や民間企業等によ

る初期活動が重要である。 
  これら多様な主体に対する日頃のそなえの必要性を普及するため、防災に関する実践

的な知識と技術を有し、地域における防災活動等の中心的役割を担う人材を育成する講

座を開催し、防災力の強化を図るとともに本県における防災体制の充実を図り地域防災

力の強化に資することを目的とする。 
 

２ 実施主体及び共催等 

共催  佐賀県 
唐津市、江北町 
一般財団法人 日本防火・防災協会 

後援  総務省消防庁 
 

３ 実施日時及び会場並びに参加予定者 
（１）日時：令和６年１１月１６日（土）９時３０分～１６時００分 

会場：江北町 江北町公民館 
参加人員：江北町の自主防災組織等の役員など 約６０名（予定） 

 
（２）日時：令和６年１１月１７日（日）９時３０分～１６時００分 

会場：唐津市 西唐津公民館 
参加人員：大島町自主防災会の役員など 約１００名（予定） 

 

４ 研修日程 

  別紙日程表 

 

５ 延期等の判断 

  次の（１）～（３）基準に基づき、県が研修の中止等の判断を行った場合は、研修会を中止す

る。 

（１） 大雨、台風等 

原則として以下の①～③の時点で判断を行う。なお、県内の海上に発令された暴風警報等

については、判断基準の対象外とする。 

① 研修前日（１５日、16 日）１８時時点の判断基準 

研修前日（15 日、16 日）１７時に佐賀地方気象台から発表される早期注意情報におい

て、研修当日（16日、17日）６時～２４時に研修会場地域に警報級の可能性が「高」と発

表されたとき、もしくは「中」が発表され、県が必要と認めたとき。 

② 研修当日（16 日、17 日）朝５時時点の判断基準 

研修当日（16日、17日）朝５時時点で既に研修会場地域に気象警報が発表されている

とき。 
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③ 研修当日（16 日、17 日）朝５時以降の判断基準 

研修当日（16 日、17 日）朝５時以降に研修会場地域に気象警報が発表されたとき。 

（２） 地震 

原則として以下の①～②の時点で判断を行う。 

① 研修当日（16 日、17 日）朝５時時点の判断基準 

研修当日（16 日、17 日）朝５時以前に研修会場地域に震度４以上を観測する地震が発

生し、１６日朝５時時点、または17日の５時時点で県が災害情報連絡室等の体制をとっ

ているとき。 

② 研修当日（16 日、17 日）朝５時以降の判断基準 

研修当日（16 日、17 日）朝５時以降に研修会場地域に震度４以上を観測する地震が発

生したとき。 

（３） その他 

危機事象（自然災害、感染症、家畜伝染症、国民保護、大規模事故等）が県内で発生し、

県が必要と認めたときに判断を行う。 

 

６ 費用 

  受講料は無料とする。ただし、個人にかかる経費（講座にかかる交通費、駐車場代、宿泊費、

食事代等）については受講者の負担とする。 

 

７ 交通手段・宿泊場所 

敷地内の駐車場（無料）を準備しているが、交通手段については、できるだけ公共交通機関

を使用して各自開催場所まで向かうものとする。 

 

８ 問い合わせ先 

   佐賀県政策部危機管理・報道局危機管理防災課 

災害対策・国民保護担当 香田 

   TEL 0952-25-7362  FAX 0952-25-7262 

E-mail kikikanribousai@pref.saga.lg.jp 
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〇 江北町（１１月１６日） 
    

令和６年度佐賀県自主防災組織防災リーダー研修会 
    

日   程   表  

  令和６年１１月１６日（土） 

  江北町公民館（杵島郡江北町山口1651-1） 

 時  間 内            容  

 9:30 ○受 付  

 10:00 ○開 会       司会 佐賀県 危機管理防災課  

   ○主催者あいさつ   江北町  

   ○オリエンテーション 佐賀県 危機管理防災課  

 10:05 〇自主防災組織について（10分）  

    ・佐賀県 危機管理防災課  

 10:15 ○現状の避難所開設及び運営について（10分）  

    ・江北町 総務政策課  

 10:25 ○避難と避難所について（80分）  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

     ※休憩は適宜取得  

 12:00   ＜昼休憩＞（60分）  

 13:00 ○避難所運営訓練（事前説明）  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

     ※休憩は適宜取得  

 14:00 ○避難所運営訓練（実践）  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

     ※休憩は適宜取得  

 15:30 ○総括  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

 15:50 〇閉講式  

   〇修了証・記念品授与 ※修了証、記念品を受け取られた方から随時解散  

 16:00      ＜終     了＞  

 
 

 

 

 

2 日程表 
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〇 唐津市（１１月１７日） 
    

令和６年度佐賀県自主防災組織防災リーダー研修会 
    

日   程   表  

  令和６年１１月１７日（日） 

  西唐津公民館（唐津市二タ子3-211-1） 

 時  間 内            容  

 9:30 ○受 付  

 10:00 ○開 会       司会 佐賀県 危機管理防災課  

   ○主催者あいさつ   唐津市  

   ○オリエンテーション 佐賀県 危機管理防災課  

 10:05 ○避難と避難所について（80分）  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

     ※休憩は適宜取得  

 11:40 〇炊出し訓練・体験喫食（80分）  

 13:00 ○避難所運営訓練（事前説明）  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

     ※休憩は適宜取得  

 14:00 ○避難所運営訓練（実践）  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

     ※休憩は適宜取得  

 15:30 ○総括  

    ・国立大学法人 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター  

     板井 幸則 氏  

 15:50 〇閉講式  

   〇修了証・記念品授与 ※修了証、記念品を受け取られた方から随時解散  

 16:00      ＜終     了＞  
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令和６年度佐賀県自主防災組織リーダー研修会 

佐賀県 政策部 危機管理・報道局 危機管理防災課 

 

 

近年、日本中で大災害が発生しております。県内では、平成 30 年から令和 3 年まで４
年連続で特別警報が発表されており、県民の防災に対する関心が高まっております。自主
防災組織において、より災害時の実践的な研修会が求められている中、自主防災組織が主
体となった避難所開設・運営訓練を行いました。自主防災組織が避難所開設・運営を行う
事で、今までより多くの避難所を開設することが可能となります。 

また自主防災組織が主導する事で、早期避難を行う事ができるため、より多くの県民が
災害から身を守ることができます。 

今回の研修は、１１月１６日（土）に江北町、１１月１７日（日）に唐津市でそれぞれ
開催しました。研修では自主防災組織の会長や役員、各区の区長など、合計１２１名が参
加しました。 

 
江北町は佐賀県中央部に位置しており、東西は小城市と大町町、南部は一級河川六角川

を隔てて白石町に接し、北部は多久市に接しています。地形は北部の山地と南部の平坦部
に二分されています。また、町内の河川は六角川に注ぐ一級河川の古川と惣領分川があり、
町東部には牛津・芦刈を対岸とする牛津川が流れ、正徳区の地先で六角川と合流している。
六角川・牛津川とも低平地を流れているため、有明海の干満の影響を受ける地形となって
います。 

 
唐津市は佐賀県の西北部に位置しており、東部は福岡県、西部は伊万里湾を経て長崎県

と接している。また、南部は多久、武雄、伊万里の各市に接し、北部は玄界灘に面した沿
岸地域となっています。東部は背振山系が唐津湾に向かってなだらかに傾斜し、中部は一
級河川松浦川に沿って平坦部が広がり、西部には丘陵地帯の上場台地があります。高島、
神集島、小川島、加唐島、松島、馬渡島、向島の離島群が東松浦半島を取り囲むように位
置していることも特徴です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

３ 概要 

防災・減災SAGA 
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１ 「江北町の避難所について」 （江北町 総務政策課） 

江北町総務政策課から、町内 11 か所の指定避難所についての説明や、注意報段階での
自主避難所設置判断についての説明がありました。さらに、気象情報と災害発生危険度（警
戒レベル）に連動した避難情報の取得について説明があり、発信された情報の受け取り方
を知っておいてほしいということが伝えられました。 

また、江北町における直近の避難所開設の状況と避難者数についての説明があり、地区
住民間での情報伝達についてのお願いと、住民自らが地区集会場を避難所として開設した
場合の町への報告などについてお願いがあり、今回の避難所運営訓練の導入として、町の
状況についておさらいがありました。 
 
１１月１６日（土）江北町 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江北町 総務政策課の講話     江北町職員による簡易ベッド組立実演 
 
３ 「自主防災組織について」 （佐賀県 危機管理防災課） 

佐賀県危機管理防災課から自助・共助・公助について、自主防災組織の県内の状況や県
の取組状況など説明をおこないました。佐賀県では平成１９年以降、自主防災組織の組織
化及び活動充実化に取り組んでおり、人材・財政・仕組の３つの支援を軸にして、さまざ
まな活動を行っていることを中心に、自主防災組織向けの支援について説明しました。ま
た、県内における他の自主防災組織の活動事例を参考事例として紹介し、参加者の皆様に
も地域防災力の向上に率先して取り組んでいただきたいということをお願いしました。 
 
４ 「避難と避難所について」 （大分大学 板井 幸則氏） 

 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター 防災コーディネーターの板井氏によ
る避難所運営について講義いただきました。板井氏が臼杵市消防本部に勤務されていた際、
大分県緊急消防援助隊員として東日本大震災に派遣され、現地で実際に見られた避難所の
現状や、令和６年能登半島地震の避難所環境調査を通して得られた気づきについて講演を
されました。避難所には、私たちが想像することができないような物資や衛生環境、避難
所での犯罪などの様々な課題があり、配慮や支援が必要な方々も避難してくるので、避難
所運営を担う組織が効率よく運営することが大切であることを学んでもらいました。とく
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に、能登半島地震では避難所のトイレ問題が大きく取り上げられたこともあり、トイレの
備えについてもお話しがありました。 

今回の研修会場は、実際に利用される避難所でもあるため、どのような避難所生活にな
るかのイメージをしながら研修を実施しました。避難所を効率よく運営するために重要な
ことは、ルールの設定と避難所のレイアウト（配置）、ゾーニング（区画分け）であること
を学び、避難所生活の改善には、実際に避難する住民が主体となり運営する事が重要とな
ることを体感する事ができました。 

後半の避難所運営訓練実践編に向けて、避難所内レイアウト例を参考にしながら各個人
で避難所設営のイメージをし、避難所運営の班分けと、それぞれの班が行う具体的な業務
が示されました。 
 
 
１１月１６日（土）江北町 講義の風景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター 防災コーディネーター 
板井 幸則 氏 

 
１１月１７日（日）唐津市 講義の風景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター 防災コーディネーター 
板井 幸則 氏 

 
５ 「炊出し訓練・体験喫食」 
 唐津市（西唐津公民館）での研修会では、昼食の時間に非常食の炊出し訓練と体験喫食
を実施しました。アレルギー対応、ハラール認証を受けたアルファ米を用意し、大島町防
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災会の皆さんによって受講者全員に配膳されました。日頃の訓練の成果もあり、飲料水と
アルファ米、スプーンやアルコールシートを手際よく配布されていました。アルファ米を
食べるのが初めてという人もいて、備えさえあれば簡単に調理ができることを知ることが
できました。また、体験喫食を通して避難所で備蓄されている食糧について知り、各家庭
でも事前に備えておくべきものについて考える機会となりました。 
 
１１月１７日（日）唐津市 炊出し訓練・体験喫食の風景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 「避難所運営訓練」 （大分大学 板井 幸則氏） 
 参加者が避難所を運営する自主防災組織のリーダーで、避難所を運営することになった
という前提で演習を行いました。演習は研修受講者が避難所運営側と避難者側に分かれて
行われ、両方を体験していただきました。 

訓練は、次々と避難してくる避難者にどのように対応するかを検討するもので、様々な
配慮が必要な方たちの配置を考えながら、避難所内へ案内してもらいました。避難所にや
って来る方たちは、例えば、妊婦さんや、足が不自由な高齢者、言葉が通じない外国人の
方などの役がありました。これらは過去の実際の災害で避難所に来られた避難者となって
おり、午前の講義で学んだレイアウトとゾーニングの重要性を学ぶことができる、実践に
近い実習となりました。 
 避難所にテレビ取材が来た想定での対応の仕方や、被災地で実際に起きた犯罪などを未
然に防ぐための安全・安心・快適な空間を確保できるよう、避難所運営訓練が必要である
事について実習を通じ研修しました。 
 実践型の訓練を行う中で、午前中の講義で得た知識を積極的に活かそうとする受講者が
多く、互いに意見し合いながら研修を進めることはできました。 
 訓練終了後には、運営側各班の代表者から訓練を通しての感想を他の参加者に共有して
いただき、受付での対応が想像より難しかったことや、運営側の各班での情報共有を密に
行うことの重要性を気づきとして共有していただきました。 
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１１月１６日（土）江北町 避難所運営訓練の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１月１７日（日）唐津市 避難所運営訓練の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 「修了式」 

研修会の課程終了後、参加者には記念品が贈られました。 
今後、参加者が研修で学んだことを各地域の自主防災活動に活かしていただき、自主防

災活動が充実強化され、研修の目的が達成されることを期待しています。 
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回答者 34名 研修会全体 39名

無回答者 5名 回答率 87.2%

１　参加者の社会的立場（※複数回答可）

自主防役員 消防団員
地区役員
（区長等）

防火クラブ
公務員

（消防署員含む）
その他 無回答

3名 1名 26名 0名 0名 5名 0名

7.7% 2.6% 66.7% 0.0% 0.0% 12.8% 0.0%

２　参加者の年齢

２０代以下 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 無回答

0名 1名 0名 6名 13名 14名 0名

0.0% 2.6% 0.0% 15.4% 33.3% 35.9% 0.0%

令和６年１１月１６日 江北町

7.7%

2.6%

66.7%

12.8%

社会的立場 自主防役員

消防団員

地区役員

（区長等）
防火クラブ

公務員

（消防署員含む）
その他

無回答

2.6%

15.4%

33.3%

35.9%

年齢

２０代以下 0名 ３０代 1名

４０代 0名 ５０代 6名

６０代 13名 ７０代以上 14名

無回答 0名

5 アンケート結果
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３　研修全体の感想（各講義の合計）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

89 27 15 2 3

65.4% 19.9% 11.0% 1.5% 2.2%

１）「佐賀県の自主防災組織について」（佐賀県　危機管理防災課）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

18 11 5 0 0

２）「現状の避難所開設及び運営」（江北町　総務政策課）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

14 8 10 2 0

３）「避難と避難所」（大分大学　減災・復興デザイン教育研究センター　板井　幸則　氏）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

28 5 0 0 1

４）「避難所運営訓練」（大分大学　減災・復興デザイン教育研究センター　板井　幸則　氏）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

29 3 0 0 2

４　今後希望する研修内容（複数回答可）

組織結成・
運営方法

地域防災力を
高めるために

災害時要配慮者
への配慮等

日ごろの
自主防災活動

他組織との
連携

災害時の体
験談

14 11 12 11 9 7 8 5

41.2% 32.4% 35.3% 32.4% 26.5% 20.6% 23.5% 14.7%

41.2%

32.4%

35.3%

32.4%

26.5%

20.6%

23.5%

14.7%

41.2%

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

組織結成・

運営方法

地域防災力を

高めるために

災害時要配慮者

への配慮等

日ごろの

自主防災活動

他組織との連携

災害時の体験談

研修受講者のうち、希望した人数の割合
今後希望する研修内容

100.0%

災害発生時の

自主防災組織の

65.4%19.9%

11.0%

1.5% 2.2%
研修の感想

大変役に立つ 89 やや役に立つ 27 

普通 15 あまり役に立たない 2 

無回答 3 

自主防災組織に

よる避難所開設・

運営について

ボランティア組織等

との連携について

その他

組織結成
・運営方法

災害発生時の
自主防災組織
の活動・役割

地域防災力を
高めるために

災害時要配慮者
への配慮等

日ごろの
自主防災活動

他組織との
連携

災害時の
体験談

ボランティア組織
等との連携
について

自主防災組織に
よる避難所開設
・運営について

その他

14 11 12 11 9 7 8 5 14 1
41.2% 32.4% 35.3% 32.4% 26.5% 20.6% 23.5% 14.7% 41.2% 2.9%
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回答者 66名 研修会全体 82名

無回答者 16名 回答率 80.5%

１　参加者の社会的立場（※複数回答可）

自主防役員 消防団員
地区役員
（区長等）

防火クラブ
公務員

（消防署員含む）
その他 無回答

19名 0名 13名 0名 1名 26名 8名

23.2% 0.0% 15.9% 0.0% 0.0% 31.7% 0.0%

２　参加者の年齢

２０代以下 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 無回答

0名 1名 3名 7名 18名 37名 0名

0.0% 1.2% 3.7% 8.5% 22.0% 45.1% 0.0%

令和６年１１月１７日 唐津市

23.2%

15.9%

0.0%0.0%

31.7%

0.0%
社会的立場 自主防役員

消防団員

地区役員

（区長等）
防火クラブ

公務員

（消防署員含む）
その他

無回答

0.0%

1.2% 3.7%

8.5%

22.0%45.1%

0.0%
年齢

２０代以下 0名 ３０代 1名

４０代 3名 ５０代 7名

６０代 18名 ７０代以上 37名

無回答 0名

5 アンケート結果
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３　研修全体の感想（各講義の合計）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

111 8 3 0 10

84.1% 6.1% 2.3% 0.0% 7.6%

１）「避難と避難所」（大分大学　減災・復興デザイン教育研究センター　板井　幸則　氏）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

57 5 1 0 3

２）「避難所運営訓練」（大分大学　減災・復興デザイン教育研究センター　板井　幸則　氏）

大変役に立つ やや役に立つ 普通 あまり役に立たない 無回答

54 3 2 0 7

４　今後希望する研修内容（複数回答可）

組織結成・
運営方法

地域防災力を
高めるために

災害時要配慮者
への配慮等

日ごろの
自主防災活動

他組織との
連携

災害時の体
験談

11 23 19 17 19 11 19 5

16.7% 34.8% 28.8% 25.8% 28.8% 16.7% 28.8% 7.6%

16.7%

34.8%

28.8%

25.8%

28.8%

16.7%

28.8%

7.6%

16.7%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

組織結成・

運営方法

地域防災力を

高めるために

災害時要配慮者

への配慮等

日ごろの

自主防災活動

他組織との連携

災害時の体験談

研修受講者のうち、希望した人数の割合
今後希望する研修内容

100.0%

災害発生時の

自主防災組織の

84.1%

6.1%

2.3%0.0%
7.6%研修の感想

大変役に立つ 111 やや役に立つ 8 

普通 3 あまり役に立たない 0 

無回答 10 

自主防災組織に

よる避難所開設・

運営について

ボランティア組織等

との連携について

その他

組織結成
・運営方法

災害発生時の
自主防災組織
の活動・役割

地域防災力を
高めるために

災害時要配慮者
への配慮等

日ごろの
自主防災活動

他組織との
連携

災害時の
体験談

ボランティア組織
等との連携
について

自主防災組織に
よる避難所開設
・運営について

その他

11 23 19 17 19 11 19 5 11 1
16.7% 34.8% 28.8% 25.8% 28.8% 16.7% 28.8% 7.6% 16.7% 1.5%
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